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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　市では、図の3カ所の区間で道路の舗装修繕工事を行います。
　工事は午前9時から午後5時まで行い、工事中は交通誘導員を配置した上で、交
通規制を行います。
■問　道路課管理用地班　内線3213・5

13
日
㈬
〜
19
日
㈫

友
好
都
市
提
携
週
間

　
市
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

ビ
ク
ト
リ
ア
州
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
市
と

平
成
10
年
2
月
13
日
に
友
好
都
市
提

携
を
結
び
、
市
民
や
中
学
生
同
士
の

相
互
訪
問
や
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

絵
の
交
換
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
皆
さ
ん
に
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ

市
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
今
年
も
2
月
13
日
㈬
か
ら
19

日
㈫
ま
で
の
期
間
を
「
友
好
都
市
提

携
週
間
」
と
し
、
期
間
中
は
写
真
展

の
開
催
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
映

を
行
い
ま
す
。

◆
キ
ャ
ン
パ
ス
ピ
写
真
展

　
8
月
か
ら
10
月
ま
で
に
掛
け
て
実

施
し
た
交
流
事
業
の
様
子
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ピ
市
の
風
景
な
ど
を
撮
影
し
た

写
真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時

　
13
日
㈬
〜
19
日
㈫

　
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
「
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
夜
空
」

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
星
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時

　
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
午
後
1

時
30
分
〜

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

観
覧
料

　
市
内
在
住
者

　
大
人
2
1

0
円
、
子
ど
も
1
0
0
円

　
市
外
在

住
者

　
大
人
3
1
0
円
、
子
ど
も
1

5
0
円

問
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
5

人
権
擁
護
委
員
が
新
た

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

中
か
ら
人
格
・
見
識
の
優
れ
た
人
た

【白井地区】
期間　2月中旬～下旬（工
事日数は5日間程度）
交通規制区間　■部分
（車両片側交互通行）

【堀込・池の上地区】
期間　2月上旬～中旬（工事日数は3日
間程度）
交通規制区間　■部分（通行車線減少）

【神々廻地区】
期間　2月上旬～ 3月上旬（工事日数は5日間程度）
交通規制区間　■部分（車両片側交互通行）

ち
が
選
ば
れ
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

の
中
で
人
権
を
尊
重
す
る
思
想
の
普

及
と
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
人

を
救
済
し
、
そ
の
人
権
を
擁
護
し
て

い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
現
在
全

国
で
1
4
、  

0
0
0
人
お
り
、
人
権

に
関
す
る
相
談
や
啓
発
に
関
す
る
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
興
津
圭
子
さ
ん
と
松
倉
正
昭
さ
ん

の
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
坂
本
兼
一
さ
ん
と
山
本
香
緒

利
さ
ん
が
1
月
1
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で

の
3
年
間
で
す
。

　
現
在
市
内
で
は
今
回
委
嘱
さ
れ
た

2
人
の
ほ
か
富
沢
賢
司
さ
ん
、
國
島

千
惠
子
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

〜
賢
く
キ
レ
イ
に
な
る
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
&
メ
イ
ク
術
〜

　
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進

員
と
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
で
は
、
職
場
や
家
庭
な
ど
の
日
常

で
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
や
メ
イ
ク
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈰

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
（
受
け
付
け

　
午
後
1
時

〜
）

場
所

　
市
川
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー

対
象

　
県
内
在
住
で
現
在
就
業
中
の

女
性

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

工
藤
倫
子
さ
ん

保
育

　
生
後
6
カ
月
〜
就
学
前

　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

申
　

保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加

者
お
よ
び
保
育
を
希
望
す
る
子
の
氏

名
・
性
別
、
参
加
者
の
住
所
・
電
話

番
号
を
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で
千
葉
県
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
5

2
）
8
0
3
6
・

0
4
3
（
2
5

2
）
8
0
3
7
・k

en
k
y
ou

se

@
m
z.p

ref.ch
ib
a.lg

.jp

か
市

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

　
内

線
3
3
5
5
・

0
4
7
（
4
9
1
）

3
5
1
0
・k

ik
ak

u
-seisak

u

@
city

.sh
iroi.ch

iba.jp
へ

問
　

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
☎
0
4
3
（
2
5
2
）
8
0
3
6

納
付
を
忘
れ
ず
に

　
28
日
㈭
は
次
の
市
税
な
ど
の
納
期

限
で
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
4

期
分
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
8
期
分
）

●
介
護
保
険
料
（
8
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
8
期
分
）

　
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

木下
街道

植物園

印西
市 
→

コンビニエンス
ストア

通所介護施設

神々廻

↑ 

白
井
運
動
公
園

河
原
子
街
道

白井

保育園

木
下
街
道

↑ 

白
井
工
業
団
地

幼稚園

病院

国道464号 →

↑ 

白
井
駅

堀込

池の上

し
ょ
う
（
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞

金
が
掛
か
り
ま
す
）  

。

　
市
税
な
ど
の
納
付
は
、
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。
ま
た
市

税
な
ど
（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
除
く
）
は
、
納
期
限
内
で
あ
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　

収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2

1
〜
5

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す

る
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期

　
平
成
25
年
4
月
1
日
〜
平
成

27
年
3
月
31
日
（
2
年
間
）

対
象

　
市
内
在
住
で
平
日
開
催
す
る

会
議
に
出
席
で
き
る
満
20
歳
以
上
の

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　
3
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
基
準

に
よ
り
選
考
）

※
会
議
は
年
4
回
程
度
開
催
し
ま
す
。

報
酬

　
会
議
1
回
6
、
6
0
0
円

申
・
問

　
所
定
の
申
込
書
（
保
険
年

金
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
2
月
15
日
㈮
（
必
着
）

ま
で
に
直
接
保
険
年
金
課
保
険
年
金

班
　

内
線
3
1
7
4
へ

【
船
橋
年
金
事
務
所
】

◆
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で

の
納
付
が
便
利
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で

納
付
す
る
と
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
次
の
よ
う
な
割
引
制
度
も
あ

る
の
で
、
便
利
で
安
心
で
す
。

※
保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
て
い

る
人
は
、
割
引
制
度
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
早
割
】

　
通
常
翌
月
末
に
振
り
替
え
ら
れ
る

各
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
の
振
り

緑
道

舗装修繕工事を行います

庁舎建設等検討委員会委員を募集します
　市では、現在老朽化などのために整備を検討している市役所庁舎につい
て、今後の整備に関する基本計画の策定や基本設計などで文化・女性・福
祉などのさまざまな視点から幅広く意見を伺い、事業を推進するために設
置する「白井市庁舎建設等検討委員会」の委員を募集します。
任期　平成25年4月～庁舎整備終了時
対象　市内在住・在勤の20歳以上で次のいずれかの要件を満たす人　5人
○市役所の機能や公共施設のあり方などに関心がある人
○建築や行政に関する業務の従事経験がある人
※平成22年度以降に市と業務契約などを締結した人や業務契約などを締結
した事業所などに所属する人は応募できません。
　委員の選考に当たっては、市の選考基準により選考します。
　会議は、平日の昼間に月1回程度開催する予定です。
報酬　会議1回6,600円
■申・■問　所定の申込書に必要事項を記入した上で、平成24年3月に白井市
役所庁舎整備検討委員会から提出された提言書の内容を踏まえた「これか
らの市庁舎のあり方や庁舎整備の進め方など」について記述したレポート
（A4用紙3 ～ 5枚程度、1枚につき1,000文字程度）、市内在住者は在住状況
の確認に関する同意書、市内在勤者は住所・氏名・年齢・勤務地が分かる
ものの写しを添えて、3月1日㈮（必着）までに郵送か直接管財契約課管財
契約班　内線3341・2へ
※申し込みの際は、必ず事前に募集要項で内容を確認してください。
　申込書、在住状況の確認に関する同意書、募集要項は管財契約課、各セ
ンター、市ホームページにあります。
　提言書は、市役所情報公開コーナーと市ホームページにあります。

替
え
に
変
更
す
る
と
、
保
険
料
か
ら

月
額
50
円
が
割
り
引
か
れ
ま
す
。

【
前
納
】

　
6
カ
月
分
か
1
年
度
分
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
口
座
振
替
で
前
納
す
る

と
、
一
定
割
合
の
金
額
が
割
り
引
か

れ
ま
す
。

※
振
替
日
は
6
カ
月
分
が
4
月
30
日

㈫
と
10
月
31
日
㈭
、
1
年
度
分
が
4

月
30
日
㈫
な
の
で
口
座
の
残
高
不
足

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
分
の
割
り
引
き
額
に

つ
い
て
は
、
船
橋
年
金
事
務
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
申
込
用
紙
（
各
年
金
事
務

所
・
市
内
各
金
融
機
関
・
市
保
険
年

金
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
2
月
28
日
㈭
ま
で
に
直

接
船
橋
年
金
事
務
所
☎
0
4
7
（
4

2
4
）
8
8
1
1
か
口
座
振
替
を
希

望
す
る
金
融
機
関
へ
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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.729

5.15
■自転車の放置はやめましょう ………………2
■市職員採用試験（上級職）を実施 …………2
■健康教室「肺の生活習慣病C

ｼｰｵｰﾋﾟｰﾃﾞｨｰ

OPDを知ろう」 3
■ホールボディカウンタ測定費用を助成 ……4
■スポーツ推進委員を委嘱 ………………4
■（仮称）白井中学校区総合型地域スポーツ

　クラブ設立準備委員会を立ち上げ …………5

保
険
税
の
内
訳

　
平
成
25
年
度
の
国
保
税
率
お
よ
び

賦
課
限
度
額
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
税
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度

と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）

国
保
税
の
支
払
い

　
国
保
税
は
、
普
通
徴
収
の
人
と
特

別
徴
収
の
人
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

【
普
通
徴
収
の
人
】

　
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納

税
通
知
書
を
7
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
。

第
1
期
の
納
付
期
限

7
月
31
日
㈬

◆
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
国
保
税
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た

め
に
、
一
度
の
手
続
き
で
簡
単
・
便

利
に
納
付
で
き
る
口
座
振
替
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
。

　
口
座
振
替
の
開
始
は
、
届
け
出
か

ら
通
常
2
カ
月
ほ
ど
掛
か
り
ま
す
。

第
1
期
か
ら
口
座
振
替
を
行
う
場
合

は
、
今
月
中
に
金
融
機
関
へ
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
次
の
す
べ
て
を
持
参
し

た
上
で
、
直
接
口
座
振
替
取
り
扱
い

金
融
機
関
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い

●
預
（
貯
）
金
通
帳

●
通
帳
の
届
け
出
印

●
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
（
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
を
利
用
す

る
場
合
）

※
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内

の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。
市
外
の

金
融
機
関
を
利
用
す
る
場
合
な
ど
は
、

保
険
年
金
課
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
す
る
場
合

は
、
窓
口
に
あ
る
専
用
の
様
式
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機
関

千
葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉

銀
行
、
千
葉
信
用
金
庫
、
西
印
旛
農

業
協
同
組
合
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東

京
U
F
J
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
特
別
徴
収
の
人
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

国
保
税
が
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

●
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯

●
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
世
帯

●
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

収
に
な
っ
て
い
る
世
帯

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯
主

の
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ

り
、
国
保
税
と
世
帯
主
の
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
て
、
年
金
受
給
額
の
2

　
　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
国
や
県
の
支
出
金
の
ほ
か
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
税
な
ど
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
保

　
事
業
が
安
定
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
保
険
税
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
税

国保税率と賦課限度額

区分 率と額

医
療
分

所得割 7.03㌫

被保険者別均等割 26,300円

世帯別平等割 30,300円

賦課限度額 510,000円

支
援
分

所得割 2.1㌫

被保険者別均等割 4,300円

賦課限度額 140,000円

介
護
分

所得割 1.42㌫

被保険者別均等割 11,400円

賦課限度額 120,000円

          

分
の
1
を
超
え
な
い
世
帯

※
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
、
優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
上
位
の
順
位
の
年
金
が
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
る
た
め
、
他
の
年
金

を
含
め
た
合
計
額
が
年
額
18
万
円
以

上
の
場
合
で
も
、
国
保
税
を
特
別
徴

収
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

◆
普
通
徴
収
に
変
更
で
き
ま
す

　

　
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
に
切

り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
次
の
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
る
人
〕

○
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

〔
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
人
〕

○
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
を

し
、
そ
の
と
き
に
渡
さ
れ
る
国
民
健

康
保
険
税
の「
口
座
振
替
依
頼
書（
本

人
用
）」
の
写
し

○
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

所
得
税
の
控
除

　
国
保
税
の
納
付
額
は
、
年
金
天
引

き
の
場
合
は
世
帯
主
に
、
口
座
振
替

の
場
合
は
口
座
名
義
人
に
、
所
得
税

お
よ
び
市
・
県
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

　
国
保
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主

で
、
平
成
24
年
分
の
市
・
県
民
税
の

申
告
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
は
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
前

年
中
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の

世
帯
は
、
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

の
で
、
収
入
の
な
い
人
や
市
・
県
民

税
の
課
税
対
象
と
な
ら
な
い
遺
族
年

金
・
障
害
年
金
だ
け
の
人
も
市
・
県

民
税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
以
外
の
保
険
に
加

入
し
た
時
は
必
ず
届
け

出
を

　
国
保
の
加
入
者
が
他
の
保
険
に

入
っ
た
場
合
、
資
格
喪
失
の
届
け
出

を
し
な
い
と
国
保
税
が
掛
り
続
け
、

滞
納
に
な
る
と
督
促
状
が
発
送
さ
れ

滞
納
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
資
格
の
変
更
は
、
自
動
的
に

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
国
保
と
職
場
の

保
険
証
の
両
方
を
持
参
し
、
保
険
年

金
課
で
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　

保
険
年
金
課
保
険
税
班

　
内
線

3
1
7
1
〜
3

白井市庁舎建設等検討委員会が発足

白井市庁舎建設等検討委員会委員の皆さん

　耐震性の不足や、老朽化などの課題から検討を進めている庁舎整備事業につい
て、今年度から予定している基本計画および基本設計などを、文化や女性、福祉
などの幅広い視点から意見を聞き計画を推進するため、市議会議員から3人、学識
経験者から6人、公共的団体などの代表者から3人、公募市民から5人および市職員
から3人による「白井市庁舎建設等検討委員会」を発足し、4月15日に第1回目の
会議を開催しました。
　当日は委員の委嘱、委員長・副委員長の選出のほか、これまでの庁舎整備事業
に関する経緯などの説明や今後の事業の進め方などを審議し、会議終了後は庁舎
などの見学を行いました。
　会議の概要などは、市ホームページや情報公開コーナーで随時お知らせします。
　なお、委員の皆さんは次のとおりです。（敬称略）
【委員】　川岸梅和（委員長）、岡野三之（副委員長）、谷嶋稔、素田久美子、幸正純治、
川島晃、猪狩晃一、佐藤昭一、渡辺忠明、竹内正一、小田倉巳喜、林晃弘、加藤恵泉、
藤森義韶、清水宏、高山弘美、加瀬栄男、宇井隆浩、寺島聡、岡本和哉
問　管財契約課管財契約班　内線3341・2

国民健康保険は皆さんに
支えられています

平成 25年
（2013 年）
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庁舎の整備手法の選定
　整備手法は次の 3案について、LCC（ライフサイクルコスト）、保健福祉センターと
の連携、工事期間中の業務への影響など、多様な視点から比較検討し、選定しました。

検討にあたって 既存庁舎の長寿命化
の検討
　コンクリートの劣化状況
など、既存躯体の耐久性に
ついて調査、検討の結果、
部分的に劣化している箇所
の補修・修繕を行うことに
より、改修から 50 年程度
使い続けることが可能であ
ると判断しました。

①建設規模については、現庁舎の規模約 9,000 平方㍍に新たな機能

　などが追加されることを考慮して 11,000 平方㍍と想定しました。

②既存躯
くた い

体の耐久性（長寿命化）について確認した上で、LCC の

　算定期間は 50 年としました。

③既存改修部分については、躯体の劣化部分は補修し、電気・機械

　設備、内外の仕上げは新築と同等に更新するものとしました。

　経済性や機能性から比
較検討した結果、総合的
にＣ案が庁舎の整備手法
として最も適当であると
判断しました。

　今後、基本設計
はＣ案「減築 +
新築案」をベース
として進めます。

基本設計での
課題

●適正な規模の設定
●耐震性確保のため
　の構造形式の選定
●建設コストの縮減
　および各種補助金
　の活用
●建設工期の短縮
●事業手法（発注方
　法）の検討

項目 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案
建設費（税抜き）　　　　（A） 3,845,000 3,529,000 3,038,000
修繕・更新費（税抜き）   （B） 4,628,000 4,643,000 4,596,000
LCC（税抜き）　　　 （A+B） 8,473,000 8,172,000 7,634,000

動線計画 
（保健福祉センターとの連携）

現状より悪くなる
現状よりやや改善
する

現状より改善する 
（屋内通路により
接続）

工事期間中の業務への影響 小さい
大きい 

（仮設庁舎が必要）
小さい

工期 最も短い 長い 短い
プランニングの自由度 最も高い 低い 高い
建設に伴う廃棄物の量 大 小 中

█C案　配置図

保健福祉センター

車庫
減築改修棟

新築棟

駐車場エリア
駐車場エリア

駐車場エリア

駐車場
エリア

駐車場
エリア

県道千葉ニュータウン北環状線

県
道
白
井
停
車
場
線

住
民
説
明
会
お
よ
び

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

█ 財源　
種別 金額（千円）

国の補助金など 67,000 
地方債 2,350,000 
千葉県市町村振興資金貸付金 357,000 
公共施設整備保全基金 463,000 
一般財源 168,000 
合計（税抜き） 3,405,000 

█ 事業費
項目 金額（千円） 備　考

建設工事費 3,038,000 
外構工事費、解体費など
含む

附帯施設費 85,000 
太陽光発電、梨棚コリ
ドール（連絡通路）など

設計費 
引越し費など

282,000 －

事業費合計 
（税抜き）

3,405,000 －

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
】

　「
情
報
通
信
技
術
」
の
略
。

情
報
処
理
お
よ
び
情
報
通
、
つ

ま
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
関
連
す
る
諸
分
野

に
お
け
る
技
術
・
産
業
・
設
備
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
総
称
。

【
Ｉ
ｓ
値
】

　
耐
震
性
能
を
判
定
す
る
指
標

（
構
造
耐
震
指
標
）。
Ｉ
ｓ
値
0.6

以
上
は
耐
震
性
能
を
満
た
し
、

大
規
模
地
震
に
対
し
て
倒
壊
ま

た
は
崩
壊
の
危
険
性
が
低
い
と

さ
れ
て
い
る
。

【
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
】

　「
持
続
可
能
な
」
と
い
う
意

味
。
将
来
の
環
境
や
次
世
代
の

利
益
を
損
な
わ
な
い
範
囲
内
で

社
会
発
展
を
進
め
よ
う
と
す
る

理
念
。

*
用
語
解
説

（単位：千円）

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
開
始

9
時
30
分
）

場
所
　
白
井
市
役
所
6
階
正
庁

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
】

募
集
期
間
　
1
月
28
日
㈫
〜
2

月
21
日
㈮

閲
覧
場
所
　
市
役
所
、図
書
館
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、各
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
た
だ
し
、

閉
庁
日
を
除
く
）

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班  

内
線
3
3
4
1
・
2

　

  h
t

tp://w
w
w
.city

.sh
iro

i.c
h
ib
a
.jp
/d
e
ta
il/

ch
ou
sh
a-seibi.h

tm
l

　
市
で
は
、
左
記
の
と
お
り
、

「
白
井
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画

（
案
）」
の
住
民
説
明
会
お
よ
び

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見

募
集
）
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
白
井
市
庁

舎
建
設
等
検
討
委
員
会
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

【
住
民
説
明
会
】

日
時

　
2
月
8
日
㈯

　

█ 整備手法ごとの比較

比較検討案

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案
【既存免震改修＋新築案】 【既存減築改修＋新築案】

既存庁舎を全て取り壊し、新たに
11,000平方㍍の庁舎を建設する案

既存庁舎9,000平方㍍については耐震
化および老朽箇所の改修を行い、2,000
平方㍍を建設（新築）する案

既存庁舎9,000平方㍍については建物
の軽量化（4,000平方㍍の減築）によ
り耐震性を確保し、6,000平方㍍を建
設（新築）する案

整備手法

案の概要

【新築案】

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

LCCの検討
　一般的に LCCとは、企画・設計から、
建設、運用管理、最終的な解体再利用
まで、建築物の生涯にわたる全てのコ
ストの合計を指しますが、整備手法選
定のために LCCを比較する上では、「建
設」および運用管理の中の「修繕・更
新」にかかるコスト以外についてはＡ・
Ｂ・Ｃ案でほとんど差異が生じないた
め、「建設費」と「修繕・更新費」を算
出し、その合計を LCCとしました。

NTT

文化センター

白
井
駅
⬇

Ｈ 25年度 Ｈ 26 年度 Ｈ 27 年度 Ｈ 28 年度 Ｈ 29 年度 Ｈ 30 年度
基本計画

整備手法の選定・庁舎に必要な機
能などの整理・課題の抽出など

基本設計

具体的な機能などの配置・規模の
検討・構造形式の選定など

実施設計

基本設計内容の精査・工事発注用
図面の作成・確認申請など

1 期工事

（新築棟工事）

2 期工事

（減築改修棟工事）

H26 年 2月

確認申請

新庁舎開庁
H29 年 4月

全庁舎開庁

引越し

引越し

H30 年 4月

█ 事業スケジュール
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